














































































かの指標になると考えられる（Singh & Singh， 
2011）。女性ホルモンが十分に分泌されている場合
には，体脂肪は臀部や太ももに分布し，ウエストに
はあまり分布しない（Singh & Singh， 2011）。従って，
このような女性はウエストがくびれた砂時計型であ















断されることが示されている（e.g.， Furnham， et al.， 
1997; Henss， 1995， 2000; Karremans et al.， 2010; 
Tovée et al.， 1997）2。これらの一連の研究から，低
WHRであることが魅力的であると結論づけられ，






（e.g.， BMI: Tovée et al.， 2002; 身体の対称性 : Perilloux 
2　 ただし，狩猟民族を対象にした実験では，高WHRが魅
力的であると判断されるなど，全く異なる結果が示され
ている（Marlowe & Wetsman, 2001; Wetsman & Marlowe, 
1999; Yu & Shepard, 1998）
et al.， 2010; ヘアカラー : Swami & Barrett， 2011）。そ
の中でも，性的二形をはっきり示す特徴として，バ
ストサイズが身体的魅力に及ぼす影響についての研
究も多くなされている（e.g.， Furnham et al.， 2006; 












McBurney， 2003）。これについて，Suschinsky et al. 
（2007）および Dixson et al. （2011）はアイトラッキン
グによる実験を行っている。Suschinsky et al. （2007）
の研究では，Henss （2000）の刺激（女性モデルの写
真のWHRを操作したもの）を用いており，Dixson 



































































　赤外線眼球運動記録装置（EMR-AT VOXER 1.0; 












































を行った 3。結果を Table 1，Figure 2 に示した。
WHR，WHR2共に有意であり（順に，b = -0.48， p < 






加者性別（2）× WHR（5）× 領域（6）の 3要因分散分
析を行った。領域の主効果が有意であり（F（5， 
175） = 17.00， p < .001， ηG
2 = .155），また，参加者性
別と領域の交互作用効果が有意傾向であった（F（5， 
175） = 2.01， p = .08， ηG








          
Figure 2.  参加者をプールした重回帰分析の結果。横軸は
WHR，縦軸は魅力得点である。WHRはセンタ








df F p G2
1, 35 1.25 .270 .002
WHR 4, 140 0.88 .479 .002
  WHR 1.16 .330 .003
5, 175 16.99 < .001 .155
  2.01 .079 .021
WHR  20, 700 1.34 .145 .018
  WHR  1.31 .166 .018
1, 35 0.75 .393 .001
WHR 4, 140 0.19 .945 .000
  WHR 1.00 .408 .001
5, 175 16.99 < .001 .162
  2.39 .040 .027
WHR  20, 700 1.45 .091 .022




4.04 0.12 < .001 [ 3.81 , 4.27 ]
0.31 0.23 .183 [ -0.15 , 0.77 ]
WHR -0.48 0.05 < .001 [ -0.57 , -0.39 ]
WHR2 -0.22 0.03 < .001 [ -0.29 , -0.16 ]
  WHR 0.03 0.09 .733 [ -0.15 , 0.21 ]
  WHR2 -0.01 0.06 .878 [ -0.14 , 0.12 ]
2 df p
0.28 86.04(47) < .001
WHR 0.02 63.19(45) .038







加者性別（2）× WHR（5）× 領域（6）の 3要因分散分
析を行った。領域の主効果が有意であり（F（5， 
175） = 17.00， p < .001，ηG
2 = .162），参加者性別と領
域の交互作用効果が有意であった（F（5， 175） = 
2.39， p = .04， ηG
2 = .026）。また，WHRと領域の交
互作用効果が有意傾向であった（F（20， 700） = 1.45， 
p = .09， ηG










Figure 3.  参加者性別ごとの各領域への停留回数（† : p < 




* * * *






Figure 4.  参加者性別ごとの各領域への停留時間（† : p < 
.10, *: p < .05）
Figure 5.  WHRごとの各領域への停留時間。パンツ領域に
おいて，WHR0.6への停留時間はWHR0.7，1.0







* * * * *
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Step 1 b p b SE p
4.04 .000 4.04 0.10 .000 [ 3.83 , 4.24 ]
0.29 .029 0.31 0.21 .135 [ -0.10 , 0.72 ]
WHR -0.48 .000 -0.48 0.05 .000 [ -0.57 , -0.39 ]
WHR2 -0.22 .000 -0.22 0.04 .000 [ -0.30 , -0.14 ]
  WHR 0.03 0.09 .743 [ -0.15 , 0.22 ]
  WHR2 -0.01 0.08 .901 [ -0.17 , 0.15 ]
Radj2 0.36
F 47.28 < .001 < .001
R2
F .9400.06
Step 2
95%
0.36
2.19
0.00
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